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リストラ 
・同義的責任 

農業挫折 
・分娩事故 
・発情見逃 

農業経営 日本テキサス・インスツルメンツ㈱   ㈱リモート 

･和牛繁殖・肥育 

･稲作・露地野菜 

・減反政策 

・日出工場入社      ・鳩ヶ谷/美浦転勤 

・デミング賞受賞体験  ・ISO2001認証体験 

・COG/BJ 開発業務    ・山香事業所開設  

･１級半導体製品製造検定  

･アグリベンチャー 

・分娩予知特許取得 

・動物用医療機器認可 

27歳 50歳 1967〜1970 60歳 

代表者の経歴 

農業高校 

･園芸科 

・全寮制 

･米１俵増産運動 

1970〜1978 1978〜2001 2002〜 18歳 



モバイル 

・どんな僻地でもモバイル通信エリアであれば牛温恵でIT牧場となる。 

・5分毎0.1度単位の体温監視だから出来る 

分娩約24±4時間前の段取り通報（予知通報） 

一次破水が始まったら駆付け通報 

産みたくても産めない場合のSOS通報 

発情初期の発情発見通報 

健康監視・疾病牛の体温経過観察 

主な特徴 

大分県畜産試験場、大分県産業科学技術センター、㈱リモートの共同研究開発 



基地局 
監視サーバ 

基地局 

確認 

牛温恵システム構成 

・通報処理 

・体温データ保存 

・繁殖管理台帳の 
 閲覧・更新・保存 

・５年間動作保証 
      電池交換不可 

送受信距離参考値：〜３０m Max 



なぜ、今、牛温恵が必要なのか 

牛馬は重労働の担い手 機械化で仕事を奪われ 食肉供給へシフト 

・重労働主体で運動過多 
・仔牛も小さく安産 
・尐頭飼育 
・家族の一員 

 
生時体重25kg 

・密集舎飼による運動不足 
・育種改良による大型化 
・多頭飼育で管理漏れ 
・妊娠期間のバラツキ 
・分娩後の育児放棄 
・牧場主の監視重労働  
 
   生時体重35〜kg 
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2010年から2011年にかけての肉牛130千頭減
尐の主な要因は宮崎口蹄疫による 
殺処分である  

千戸・千頭 

頭/戸 

飼養戸数と飼養頭数の推移 １戸あたり飼養頭数の推移 

65 68 70 

38 39 
40 

多頭飼育への移行による経営効率化の影に潜
む分娩事故率の上昇が課題である。 

平成23年度農水省畜産統計資料より 

全国 全国平均 



牛は妊娠期間通りに生んでくれない 

114日 

280日 

285日 

±1 

-10 +10 

豚 

乳牛 

黒毛和牛 

家畜種 

和牛の飼養目的の違いや育種改良が進んでき
た今日において、役牛の時代に設定された妊娠
期間を標準としている為、平均５日の妊娠期間
増となっている。 

-5 +15 +5 

乳牛の飼養目的は、昔も現在も搾乳であり 

労働不可も変わらないため、標準妊娠期間と実
績平均はほぼ同一となる。 

豚は、未熟児で生まれるのでバラつきが尐ない 

標準妊娠期間 

自社データ 

自社データ 

一般知識 



85,700 

171,600 

5,000 
5,000 

10,000 

注１）上記金額には、畜舎、農機具等の固定資産償却費や人件費を除く。 
注２）分娩事故時の濡れ子にかかった経費と正常であれば９ヶ月後市場で得られるはずの販売粗利益を含む。 

72,700 

販売粗利益（機会損失）＝市場価格400,000－上記経費277,300＋仔牛９ヶ月餌代50,000 

自社顧客よりの聞き取り調査結果より 



段取り通報4/16  09;29am 駆付け 通報4/17  07;29am 

分娩予知通報事例 



効
果

 

平成１８年農水省統計データ及び自社集計データより 

効
果

 

効
果

 

分娩事故 
   ゼロへの挑戦 
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9000頭目標 

分娩予知通報した頭数推移 
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発情による体温上昇 
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体温 

発情体温変化時間：約１３時間 

牛の発情時の体温変化 

平常期平均値38.0℃ 

人工授精適期 



製品群 測温送信モジュール 

5mm 

47mm 

2.9mm 

20mm 

115mm 

モバイル通信機器内臓 受信機内蔵 

体温測温送信センサーセンサー 

６手ストッパー ３手ストッパー 

気温センサー 

水温センサー 

バルクセンサー 



基地局 

監視サーバ 

スマートフォンを利用すれば、別の
作業をしているときでも簡単に状
態を確認できます。 

獣医師や専門家が離れた場所か
ら状態確認できます。 

管理会社やオフィスで２４時間 
何時でも確認することが可能で
す。 

Wifi 

基地局 

たかが温度、、、 
           されど温度 

温室温 

水温 

体温 



農業 M2M 利用ユーザー獲得計画 

（件数） 
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繁殖牛 

占有率  
0.4％ 占有率  

8.1％ 

占有率  
8.9％ 

占有率  
8.5％ 



露天風呂温監視 設備保守監視 保冷輸送車庫内温監視 

電算機温・室温監視 介護室温・ベット温・おむつ温 

M2M導入効果が期待できる異業種 

大量調理施設温度監視 

生鮮食品温監視 

２１世紀は  

醸造樽温・酒蔵温監視 

・異常予知 
・情報の遠隔保存 

の時代 


